














研究活動紹介

■復帰40年沖縄国際シンポジウムに参加して

■日本国際文化学会年報2012
　インターカルチュラル ―日本国際文化学会創立10周年記念号―
　日本国際文化学会の「日本国際文化学会創立10周年記念

号」が発行された。内容は平成23年7月1日から3日まで、名

桜大学で開かれた「戦略としての文化と国際文化学：3・11

後の展望」の特別シンポジウムをカバーしている。

　若林一平学会長の提案で、学会は東京で開く予定だった

国際シンポジウムを、3月11日に発生した東日本大震災の

ため、急遽、地震の余波が届かない沖縄に会場を移すこと

を決定した。瀬名波学長が名桜大学での開催を快諾し、私

が大会実行委員長を引き受けた。

　特別号は、瀬名波学長の基調講演「震災復興と沖縄の国

際文化」を皮切りに、3つの企画「東アジア共同体と国際文

化学」「グローバル化するポピュラーカルチャーと国際文

化学」「人の移動と国際文化」を中心に編まれている。瀬名

波学長は「沖縄戦からの戦後復興は結いマール、すなわち

共同体意識による扶助の心」に支えられた、と強調された。

また名桜大学は「名護市が発信する国際文化」の特別セッ

ションを設定し、吉川安一教授（国際

学群 国際文化教育学系）が「アジア、中

南米でも歌われている芭蕉布の魅力」、

高宮城繁教授（人間健康学部 スポーツ

健康学科）が「世界に広がった沖縄空手の真髄」、安田和男

氏（元小学校長）が「程順則の六諭とチムグクル文化」を、

私は「名護市の小さな世界都市構想」を発表した。また、企

画3で、知念英信氏（沖縄県文化観光スポーツ部参事監は「魂

の栄養補給のために、世界の沖縄出身者は5年ごとに開か

れるウチナーンチュ大会に参加する」と、ウチナーンチュ

魂を紹介している。

　特別号の表紙は「沖縄の春の渡り鳥ヤツガラシの羽」で

飾り、「沖縄の文化、歴史こそ、未曾有の震災と核の恐怖に

慄く日本に知恵と勇気を与えてくれる」と若林会長の思い

が込められている。

大学院 国際文化研究科長　仲地 清

　復帰40年沖縄国際シンポジウム（主催・沖縄文化協会、沖

縄研究大学連合）は平成24年3月29日（木）から31日（土）ま

で、早稲田大学で開かれた。「これまでの沖縄学、これから

の沖縄学」をテーマに、沖縄・琉球に関するテーマで48セッ

ション（発表・討論）に139本の研究発表が行われた。

　今回、すべてのセッションに参加することができなった

が、全体的に感じたことは、①往年の沖縄研究者の大御所

が見えず、若手の研究者が多かった。②研究のテーマは日

本の地方県の地域研究ではなく、世界の中の沖縄の視点か

らの研究視点が多かった。私にとって今後の沖縄研究で役

立ったセッションは、ハワイ大学図書館のバゼル山本登紀

子さんが企画した「越境する沖縄関係資料：資料収集・公開・

共有を目指し過去から未来へ」で、欧州、北米、ハワイ、琉球

大学、沖縄県公文書館の関係者が、それぞれの地域に残る

沖縄関係文書を紹介

して、どのように協

力して活用するかに

ついて討論した。研

究の世界的ネット作

りであった。

　もう一つのセッシ

ョンは徳田邦匡さん（東京大学博士課程）が企画した「復帰」

の裏側－反復帰・反国家論・文学・反戦兵士のセッションで

あった。復帰運動時ではマイナーであった新川明氏の「反

復帰・反国家」を、再度考察することによって、沖縄県民、さ

らに日本人が国家について対置することで、沖縄の役割を

見出そうとする報告、討論であった。　

　東京における沖縄研究の大御所で、山梨大学名誉教授の

我部政雄さんは「戦後の沖縄研究は歴史研究の時代にはい

り、そのため復帰を分析する視点が生まれつつある」と、評

した。

　東京を中心とする琉球・沖縄研究を支えているのは法政

大学の沖縄研究所と早稲田大学の琉球・沖縄研究所の所員

らである。東京を中心とする大学院で琉球・沖縄研究に取

り組んでいる沖縄県出身者の院生の発表が目立った。

　本シンポジウムには、名桜大学から大城渡准教授（国際

学群 経営情報教育学系）が「不発弾処理行政構造の法的課

題・立法構想」で、平良一彦氏（名桜大学総合研究所客員研

究員）が「健康長寿を目指すに今帰仁村の現状と課題」で、

小川寿美子教授（人間健康学部スポーツ健康学科）がそれ

に対して討論した。

大学院 国際文化研究科長　仲地 清

■「第一回台湾研究世界大会」（WCTS）参加記

大会初日に撮影された参加者（一部）の集合写真（大会事務局提供）

大会会場入り口にて筆者

　平成24年4月26日（木）から28日（土）の3日間にかけて、

「第一回台湾研究世界大会」（The 1st Wor ld Congress of 

Taiwan Stud ies）が台湾総統府直属の学術研究機関・中央

研究院の主催により台北東部の南港に位置する同機関を

会場に開催された。本国際会議は世界的な台湾研究の研

究成果の発表・公開ならびに台湾研究者の国際的ネット

ワークと制度化の進展に寄与するものとして計画された。

　筆者は日本台湾学会の企画による分科会セッション「冷

戦期の東アジアにおける台湾の存在」（Taiwan's Presence 

in East Asia dur i ng the Cold Wa r）において、冷戦期台

湾の対外関係・内政について、石川誠人氏（立教大学）、井

上正也氏（香川大学）、何義麟氏（国立台北教育大学）と共に、

1950年代初期台湾の中国化と脱植民地化に関する報告を

行った。司会は松田康博氏（東京大学）、コメンテーターは

川島真氏（東京大学）、林果顕氏（国立政治大学）であった。

　3日間におよんだ大会では

午前・午後を通じて26の分科

会が設けられ、文学、芸術、歴史、

宗教、経済、社会、政治、法律、

環境、言語、先住民族等のテー

マを網羅した102篇の論文が

発表された。報告者・コメンテ

ーターとして183人の研究者

が参加したほか、聴衆を含め

ると550人の参加者があった。日本台湾学会による分科会

は会場で最も収容人数の多い国際会議場で行われ、100人

以上の聴衆を集めた。

　ところで、38年間続いた戒厳令が1987年に解除される

まで、台湾独立運動に対する懸念から、台湾内で台湾研究

を行うことはタブーであった。こうした過去を鑑みると、

戒厳令解除後四半世紀という節目の年に（しかも、かつて

と同じく国民党施政下で）開催された世界規模の台湾研

究大会は、台湾社会の民主化をアピールするうえでも非

常に意義深いものであったといえよう。初回となる本大

会は成功裏に幕を閉じたが、国家の枠組みを超え、「地域

研究」というディシプリンの下でその個性を発信し続け

る台湾研究の魅力と意義が、今後も同大会を通じて一層

グローバルな規模で認知されていくことを願ってやまない。

国際学群 国際文化教育学系 講師　菅野 敦志

■著書紹介　菅野 敦志　著
　 『台湾の国家と文化―「脱日本化」・「中国化」・「本土化」―』（勁草書房、2011年、500頁、5,460円）
　 『台湾の言語と文字―「国語」・「方言」・「文字改革」―』（勁草書房、2012年、356頁、5,985円）
　1895年からの50年間に及ぶ日本の植民地統治を経た後、

1945年の日本敗戦により「祖国」に復帰し、中華民国の一

省として新たな歩みを始めることとなった台湾。国籍の転

換のみならず、「中国人」として再度の言語・文化転換を迫

られた台湾人が経験した「脱日本化」・「中国化」（祖国化）

とはいかなるものであったのか。また、後に勃興をみせる

台湾ナショナリズムを前に、冷戦下における模範国民の再

生産を企図した政府の文化／言語政策は「本土化」（台湾化）

の流れのなかでいかなる転換をみせていったのか。

　文化政策篇『台湾の国家と文化』・言語政策篇『台湾の言

語と文字』の両書は、本学国際学群国際文化教育学系講師

の著者が早稲田大学大学院に提出した博士論文を基に、そ

の後新たに発表した論稿を加え出版されたものである。従

来、ややもすれば文化統制の抑圧性のみが強調される傾向

にあった戒厳令下の国民党統治であるが、両書は豊富な一

次史料に依拠しつつ、「脱日本化／中国化」から「本土化」の

変遷と共に変容を遂げた戦後台湾の文化／言語政策史像

に新たな視角を提起する。刊行に際し

ては、前者が早稲田大学台湾研究所若

手研究者出版助成、後者が平成23年度

日本学術振興会科学研究費補助金研究

成果公開促進費（学術図書）を受けており、

若手研究者によるアジア研究の新たな

成果として位置づけられるものである。

　1945年まで同じ日本の版図であった

沖縄と台湾であるが、戦後、沖縄がアメ

リカ統治を余儀なくされたのに対し、

台湾の住民は「同胞」でありながらも異

なる歴史記憶を有する他者による支配

を受けることとなった。沖縄と台湾の

間に戦後再画定された国境線の双方で

生じた変化を見たとき、われわれは東アジア戦後史に内在

する固有性とその意味について改めて考えざるを得ない。
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